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徳地フェスティバルに鉄砲隊

～徳地奇兵隊の歴史を盛り上げ～
山口市「小学校合同音楽会に向けて」

～串小学校児童2名と地域住民参加～

11 月 12 日（日）、森林セラピー

山口グランドオープン 10 周年記

念講演は、「山スカート」を世に

広めた四角友里 ( よすみ ゆり ) さ

んによるたくさんの山ガール、山

おじさんを前にした楽しいお話の

2 時間でした。

高所恐怖症で運動神経が鈍い彼

女は、「何にもしないアウトドア」

「自然は感じること、自然と涙す

ること」「感動はわたしだけのも

の、あなただけのもの」と自然の

中に一歩踏み出す勇気を伝えてく

れました。

（取材：徳地づくり達人塾、池田特派員）

表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から

11 月 5 日（日）は、快晴に誘わ
れて地域内外から多くの人々が山村
開発センター周辺に集まりました
（実行委員会調べ：約 4,000 人）。
春から色々と企画されている徳地
の奇兵隊イベントの一環として、下
関の長府藩櫟木流鉄砲隊が演武を披
露しました。周囲の山々にこだまし
た砲声に、集まった人達は感激し興
奮した様子でした。

（取材：徳地づくり達人塾、
池田特派員）

11 月 14 日（火）に山口市民会館
大ホールで開催された山口市小学校
合同音楽会に参加する串小学校の皆
さんは、本番に向け練習に余念があ
りません。結果はどうだったかな。

（取材：池田特派員）

Feel Nature ！
～森へ、山へ、一歩ずつ～

いちき

紅葉がきれいな
季節です！

滑国有林妙見社の大銀杏 大原湖
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■
飼
い
犬
が
い
な
く
な
り
ま

し
た
・
・
・

9
月
頃
、
こ
ん
な
張
り
紙
が
マ

ル
キ
ュ
ウ
徳
地
店
に
掲
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
虎
の
模
様
に
少
し
似

て
い
る
甲
斐
犬
で
し
た
。
今
月
、

そ
の
張
り
紙
に
興
味
を
惹
か
れ

て
、
是
非
ご
紹
介
し
た
い
と
思
っ

た
の
が
、
昨
年
、
11
月
に
阿
東
か

ら
野
谷
に
引
っ
越
し
て
き
た
三
浦

和
誇
さ
ん
で
す
。

■
夏
の
花
火
大
会
で
ブ
ー
ス

を
出
し
ま
し
た
。

8
月
26
日
（
土
）、
夏
祭
り
花

火
大
会
の
サ
ブ
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
（
旧
堀
小
学
校
跡
地
）
は
、
多

く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
一
角
に

ブ
ー
ス
を
構
え
、
犬
猫
の
保
護

を
訴
え
る
仲
間
た
ち
と
活
動
す

る
彼
女
を
見
か
け
た
人
も
多
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

三
浦
さ
ん
が
創
作
し
た
こ
れ

ら
の
作
品
は
、
木
の
切
れ
端
に

犬
と
の
暮
ら
し
や
対
話
の
中
か

ら
浮
か
ん
だ
光
景
や
言
葉
を
描

い
た
そ
う
で
す
。
以
前
、
保
護

し
た
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
犬
は
、
と

ん
で
も
な
い
手
に
負
え
な
い
犬

だ
っ
た
よ
う
で
、
時
間
や
手
間

を
か
け
た
苦
労
は
裏
切
ら
な
い
、

犬
も
人
も
初
め
て
の
こ
と
ば
か

り
、
あ
き
ら
め
な
い
と
世
話
を
し

ま
し
た
。
今
、
徳
地
の
人
に
引
き

取
っ
て
い
た
だ
け
た
そ
う
で
す
。

■
山
口
県
の
犬
猫
殺
処
分
は

全
国
ワ
ー
ス
ト
上
位

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
は
、
名

前
か
ら
は
想
像
し
に
く
い
の
で
す

が
、犬
猫
の
保
護
だ
け
で
は
な
く
、

殺
処
分
も
し
て
い
る
公
的
施
設
で

す
。
毎
年
数
万
と
い
う
犬
猫
が
殺

処
分
さ
れ
て
い
る
現
状
を
嘆
い
て

い
る
人
は
少
な
く
な
い
は
ず
で

す
。保

護
さ
れ
た
犬
猫
の
譲
渡
会

が
、
毎
月
第
1
日
曜
日
に
山
口
市

道
場
門
前
の
山
口
市
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
さ
ぽ
ら
ん
て
」
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
引
き

取
っ
て
い
た
だ
け
る
ワ
ン
ち
ゃ

ん
、
猫
ち
ゃ
ん
は
多
く
は
な
い
。

そ
の
結
果
が
・
・
・
。

■
迷
子
犬
猫
を
探
す
に
は
・・
。

殺
処
分
さ
れ
る
犬
猫
を
減
ら
す

に
は
、
何
と
い
っ
て
も
飼
い
主
の

自
覚
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
心
な
ら
ず
も
迷
子
に

な
っ
た
犬
猫
を
探
す
に
は
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
保

健
所
や
警
察
・
・
・
。
い
や
い
や
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
目
で
協
力
し
て

い
た
だ
く
の
が
一
番
で
す
ね
。

（
取
材
：
池
田
特
派
員
）

“いぬ”のお
はなし

山口県動物愛護推進員

三浦和誇さん

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊

メ
ン
バ
ー
と
の
ご
縁

み
な
さ
ん
は
、
山
口
市
に

何
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
い
る
か
ご
存
知
で
す
か
？

現
在
、
徳
地
に
３
名
、
阿
東

に
1
名
、
街
中
エ
リ
ア
に
4

名
、
南
部
エ
リ
ア
に
4
名
、

合
計
12
名
の
隊
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
年
齢
は
20
代
か

ら
40
代
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
技

や
関
心
の
高
い
分
野
が
あ
っ

て
、
料
理
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ア
ー

ト
、
動
物
の
飼
育
な
ど
様
々

で
す
が
、「
山
口
の
こ
こ
が

好
き
！
」
と
い
う
思
い
を
胸

に
、
特
産
品
開
発
や
イ
ベ
ン

ト
企
画
、
農
産
物
の
生
産
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

10
月
下
旬
に
は
、
市
民
の

皆
様
に
協
力
隊
全
員
の
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
フ
ェ
ス
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
山
口
市
北

部
・
南
部
の
特
産
品
販
売
や
、

協
力
隊
員
が
レ
シ
ピ
を
開
発

し
た
カ
レ
ー
の
試
食
会
、
和

紙
漉
き
や
ヒ
ン
メ
リ
作
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
協
力
隊

員
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
が
あ
り
、
6
0
0
名
以
上

の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
分

に
と
っ
て
も
良
い
経
験
に
も

な
り
、
他
の
地
域
の
協
力
隊

員
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る

う
ち
に
、
山
口
市
に
は
、
自

分
が
知
ら
な
か
っ
た
魅
力
が

ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
目
を
凝
ら
し
、
徳
地

の
魅
力
を
さ
ら
に
発
見
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◀

「
山
口
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
フ
ェ
ス
」
で
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
様
子 

み　　う ら　  わ     こ

▲

い
ぬ
の
お
は
な
し
の
作
品
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〜今月の食材〜

　通称「庄方観音」と呼ばれているこ
のお寺は、真言宗に属し狗留孫山法華
寺と申し、本尊は聖観音菩薩です。こ
の寺は、昔は狗留孫山の山頂近くにあっ
たものを宝暦二年 (1752) 観音堂のみを
残して、奥の院・嶽の観音と称して本
堂は現在地に移されました。
　当初は玉薀山金徳寺と称し、白鳳時代に天武天皇が国家の安泰、国
民の幸福を願い、国 に々勅願所を建立され、狗留孫山山頂近くに伽藍を
建て、十一面観音菩薩を本尊に安置されました。それから数百年後に、
源平の合戦で東大寺は焼失したので、俊乗房重源上人が再建の大勧進
に任命され、文治二年 (1186) に用材採集のため徳地の杣山に入られた
おり、狗留孫山の金徳寺が荒廃しているのを嘆かれ、直ちに堂宇を再建
され、お弟子の恵浄房を留めて霊佛十一面観音菩薩に、東大寺再建の
成就と職人たちの安全を祈願させたということで、重源上人が中興開山と
いう縁起が伝わっています。
　この頂上に至る道筋には一丁ごとに、丁塚地蔵や三十三番観音像が
刻まれた自然石が並び、奥の院の周りには、中興開山の碑、賽の河原、
穴観音他霊石奇岩が多く見られます。

　重源上人は東大寺再建の用材採収のために先
ず安養寺を建立し、ここを拠点に杣山に入り、巨木
の用材を切り出すため、山を開き谷を埋めて林道を
つける難工事を重ねて、用材を搬出しました。串方
面の山から切り出した用材は、木引谷を土引きして
下して、山畑から島地川に流し、佐波川の本流に
運ばれたのでしょう。木引谷の名は、山道を自転車
で下ればブレーキをかけ過ぎてキーキーいうのでキー

キー谷かと思えば、八百年前から大木を土引きしたのを「木引谷」それを
（キーキーだに）と呼んだのでしょう。
かつて萩城への山代街道が、萩から山口へ城が移されてからは、鹿野
から串へ木引谷を通り漆尾から引谷を通り山口に至る「新山代街道」となり、
現在に至っても、木引谷は、徳地から鹿野を通り須万に至る県道９号徳
地徳山線として生かされている道路です。これらは八百年昔の国家的大
事業の歴史を物語るもので、徳地の林業にとっては、重源上人こそ
徳地林業を興した元祖と称すべきお方でしょう。

法華寺の山門

木引谷の道

（法光寺　東堂　松尾宗茂）
しゅう  も

① 白菜は芯の部分 5 ㍉の千切り、葉の部
分を 2 ㌢に切り、ねぎ又はパセリは粗
めのみじん切りにする

② 鶏ガラスープに白菜の芯の部分と春雨
とコンソメを入れ 5 ～ 6 分煮る

③ ②に葉の部分を加え、さらに 5 ～ 6 分
煮る

④ 器に盛りパセリ又はねぎを散らす

（取材／レシピ：徳地づくり達人塾）

白菜 葉 2 枚
春雨 25 ㌘
鶏ガラスープ 400cc
コンソメ 1 ヶ
ねぎ、又はパセリ 適宜

生産者「 藤村文男・シゲコさん」

こだわりの味自慢！

材　料（２人前）

作り方

 　野菜作りは、夫婦
円満の秘訣。上手にで
きても、できなくても、
笑顔と話題は絶えませ
ん。広い畑にはねぎ、
にんじんなどいろんな

種類が栽培されており、万田酵素を使ってびっ
くりするほど大きく、苦味の少ないのが特長で
す。採れた野菜は、孫に送ったり、ロハス島地
温泉ふれあい朝市の店頭に並べたりします。愛
情野菜は甘いですよ。

白菜と春雨の

スープ

（九）　嶽の観音

（十）　木引谷

白菜

       　　　 

  　　　　　　  く    る   そん ざん

だけ

き びきだに
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